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飲料缶苗製造に伴って排出される産業廃棄物の有効利用  
一コーヒーかす培地による食用きのこ栽培の試み一  
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缶コーヒーに代表与れる容器許めコーヒー飲料の生産土は姐呈方kゼと非常に多くl），そのため  
に膨大な量が排出暮れているコーヒー抽出かす侶CG：＄匹ntCo仇治G仲山nds）は水分僻事いた  

めに，腐敗しやすく仁輸送しに〈い．このため．前処理とLて脱水・乾燥するが，処理費用の増  

大を招き．排出者の負担になっている，現在は多くが産景虎♯物とLて処卦きれているが，阜な  

＆処分ではなく．有効に利用することを求める「食品リサイクル法」の施行によって．新たな相  

応が求められている．   

これまでに．食用きのこのヒラタケ生産用培地材料とLてS亡0を有勅に利用できることを示   



知  

したがト刊1さらに食用きのこハタナシメジ，ブナシメジ．ナメコ，ヤナギマツダケの親培が  

可能であるかどうかむ検討したので，報告する．  

実 ♯ 方 法  
1．材料  

l）使用苫株   

ハタナシメジ軸甲研上皿血＝射出亡R：軋）5i喝．）．ナナシメダ拍加嘲卿牒如岬靴  

（P由k）Bi吉dow）は．いずれもJA長野県産の市販品より軋織堵畢によって分離Lた南棟雇用い  

た・ヤナギマツダケ叫g柑印加印肋血打甜（DC．：FL）Ma加）は計有農林種菌♯式会社脾  

岡県裾野市）の，ナメコ（肋肋出御椚由（Tlto）5．鮎＝光加血i血Im由）は菌丼椎茸協同粗  

食〔鳥取鼎〕の市政菌磯連用いた．  

2）栽培容器   

ホグト株式会社（長野県長野市）のきのこ専用ポリプロピレンり叩）♯ヱ社臨帥一5紳．  

11腑一75℡）と専用の発砲ウレタン7イルタ内蔵のPP蓋を用いた．  

3）培地材料   

コーヒーかす（5CG）は阿山県食品♯式会社殿（間山県豊岡市），株式会社ナガノトマト鹿  

亡長野県松本市），近畿コカ・コ欄ラボトラ一丈株式会社廠」大阪府茨木市）より提供された．そ  

れぞれOE5一占CG．m－SCG．X亡C一旦CGと略す．いずれも屋♯付きのコンクリート床に工  

事用シートを敷き，5c血程度の厚みに広げて水分含t部嚇眉憾まで風酷Lて用いた．   

培地の羽村和ま．器ぬか．大豆かすト籾殻であり，この他にpH調整用に炭酸カルシウム．硫  

酸カルシウムを添加Lた．   

ハサケシメジについては．発生処理後の噂地表面を被覆するために仁印℃－30牙の条件で殺菌  

し．謹重tに対して5早島由炭酸カルシウムを溝加してpHを調整したピートモスく和泉農村株式  

会社．僅楓維1号〕を用いた．  

2．方法  

1〕培地再製・菌糸の♯積   

層準用な培地の範鹿舌T8b旭1に示す．材制せ十分に混合し水牙は防％を日雇に再製Lた．  

8帥一組里如こは500一応Ogの培地を充填．均等に庄結Lて瓶の有上り5皿で埼L．虚1畠皿の轟  

種孔を培地中央に底まで開けた．11伽一75屯髄lこは髄Og培地を充填L．中央にヰ15皿，その周  

囲4ケ所にヰ10mの接亜孔を底まで欄‖ナた．それぞれ専用の蓋せし．レトルト壷を用いて  

121℃一鮒牙の森井で滅菌した．放冷倭．里日に種菌を鞄3％亡町w）の割合廿接種Lた．  

苫〕青島の培養   

皿℃－75％RH．ないし22℃一畠5％RI‡の尭件で菌糸を堵磯Lた．  

T由b｝1RecipcofSCGmeditm（htiosiJIWhichS亡Gw巳ighti呈100）   
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き）千束♯発生操作：膏掻きと覆土   

菌糸が頓地全体に蔓延した捜も．引き続いて培養を継鰯し臓鹿），その掛こ子葉体発生を促  

す捷作を行った．接種した種菌など古い菌糸を含む培地の上層針臨善落とす「甘漉き」は共通で  

あるが．ハタナシメリとナメコは埼地表面を平らに削る方法で．ブナシメジとヤナギマックケは  

中央部を盛沌上けた形に削る方法で行った（以下「まんじゅう」と挿する）．苗撞き農には瓶に  

水を注ぎ，敷時間静置Lで，吸水させる浸鎌処理を行ったカ㌔ハタケシメジのみは浸漬処理奇行  

う代わりに常襲ピートモスモ培地表面を覆う「覆土」乱行ウた．同条件下で楷♯を♯続Lて覆土  

への菌糸の伸長を確覆した乱一部は覆土上層を抜き取り（排土法，RC：T且障・瑚in由，残りに  

ついでは撞き取った分を補充Lたに重覆土乱DC：血ubl巳－Ca畠i叩）．これらの一連の♯仲を  

終えた捷に．沌一柑℃一的％R且の現境に移して千束体を形成きせた．  

4）収穫   

裸収に発生する子実体が十釧こ生長し，多くの千束倖で菌傘径が才一3印に達Lた時点で収棲  

Lた．ナメコとヤナギマツダケについては，帝傘径と合わせて菌摺を被う甘農を観葉し それが  

破れないうちに収穫Lた．  

5）測定   

収穫Lた子葉俸は瓶毎に重量を測定Lた．  

結果と考察  
1．ハタケシメジ  

1）実廟底   

ハタナシメジの尭腕足一覧をT白b旭2に示す．いずれも租挽きのm－SCGを用いた．  

2）所要日数   

避種してから菌糸が容器内に尭全に羊延す晶まで【手鼻日軌）．蔓延してから曹操き処理をす  

るまで（熟成日数），菌掻きおよび覆土をしてから排土またl土二重覆土処理するまで（覆土日数）．  

その後に千乗倖原墓相穿きれるまで亡庶基形成日数〉．千乗体原塞が収律義期に成熟するまで  

（成熟目顔〕竜T【l馴eヨに示す．   

菌糸は勒35日で羊延したが，更にはぼ同日数培養を継麓Lて菌糸体に十分な栄輩を寄帝させた．  

培養B♯場合計で71日である．  

¶如旭2u鈍Oft抑咄臆‖旭d粗血gme也山地■仁山血鵬0血Of句甲轟y上山椚血那加仰山eS亡Gm亡亜即l  
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32  

T癒鵬3Th”皿加rofd甲占fbrct））tiY鵬onofLy甲桓HzJJn血afLes血EheSCGmeditLn   

Sp州Ⅷ● M血亡  軸喝 豊 M篭慧㌘一 価   

詐0－5島  乱4土2．肝  3丁．6±且肝 15．0士0．00 17．0士0．00 14．呂±1．10 117．呂土1．11】   

11加一花  弧2士ヱ．95  34月士鼠拓 15．8±0．珊 11．8士3．胆 1ヰ．8土8．鮎 112．6±ヨ．佑  
■▲■■■■▲■●■■′■・1■－－－－－－－－－－一一一－一一－－－－－－－－－－－－－－■一一一－■－－■■＝■－－－－－一一－－－－－－－－－－－－一一－－－－一一h－一－■←－一一－－－－－－－－－一一－－－－一一－■●・▼●t●■■▼－■■■■▼■■■■■■■■■■■■■■▲■一▲   

貼付RC  34．3土2．髄 3氏7士2．鵡 15．0±OJ氾 17．0土0．皿 15，3士1．15 118．き±1．15   

8別㌦D亡  32．0土1．41 3乱0士1．41 15．8士0．00 17．D土仇00 14．0±0．00 117．0土0．肺  

11皿収C  諷0士4・41 諷0土1・4115■0士0・00 1嵐5土3．鮎 15．0士ユ止1115．5土4．9与  

1ユ朋／DC  乱7±2．齢 33．3土乱射 15．0士0．00 10．0士0．帥 14．丁土0．鴇 110．7士0．鎚  

● 血是皿肛鵬袷rOr血y島血t血emy畔馳or⊥鹿α血相W即亡細山im血d亡． ” 
thcTlt］mtWOf血ystha（PrimdawcrcfbJJJld曲ridt）Cin苫血Lithdyby印01izl＄・   

SCロを主射こLた培地から栄養吸収と蓄積がどの程度の速度で進むのか不明であるため，菌  

糸堵兼の期間を極力長〈とった．LかLながら，木祖の熟成芯日間は長すぎたきらいがあり．文  

献5日りからも菌糸培養潮間旧もっと短据できる可能性が高い．   

昔泉が葺施するまでの日数は塔地丑の遠いを反映Lて．容量の小届い防ロー5維〔550g先制  

の方がおずかながち短い，一方で2匝帽の南棟き・排土処理から子葉年度基が形成きれるまでの  

日数は，ユ1軸一75瓶（6馳g）の方がかなり塩かった．特に．覆土処理せL直Lた11朋JD亡匡で  

1馴］と．別犯－58区の17日を大軌こ短縮Lた．原墓詔成層から千束偉収穫までの日掛こは大きな  

差はなく．全栽堵期間は11柵－75庄でやや短い傾向が見られるものの．有意義はなかった．前述  

のとぉり，熟成日数の塩輪と覆土処理の改良で，親替期l削土短縮できると考えられる．  

封子実体発生牲作：曹操きと凍土処理   

菌撞きをして種菌や古い菌糸を除いた乱低温教育LてpHを調薬したピートモスを覆土とL  

て施用Lた．宇土由喪さは約1亡皿とし．施用故に噴霧醇で散水Lた．この処理を滞ってから鞄  

；拍℃で，更に首轟堵♯を継続Lた．   

席土捷8日t＝こは．証土表面にわずかながら菌糸が観察され覆土中に十牙菌糸が蔓延したと  

判断され七．この時点で再度背溝島を行って覆土を原音2－4m山まど残して取り除いた捷（耕土）．  

15℃一組鶴見Hの裁噂垂に啓勤し．千束体原産庵誘欄Lた，   

排土捷丁日間培養した括果．全数で覆土表面に先中菌糸がマット捌こ蔓延L，ツタリタケ  

叫画血潮甲Ⅷ憫m戯血（J・h喝由毘i喝・）栽培でオーノヤーレイと称きれるものに瓜た状  

厳になった．こ跡状態では．栄養生長から生殖生長，すなわち菌糸偉かち子葉体へぬ転換がうま  

く行われず．収穫が望めないと判断きれたので．再度官権卓を行ってマット枕元中背轟を取り除  

いた．そLて．各集験区の草魚は菌掻垂のみで（RC法の継続），他は再度覆土を施用L（DC  

法）．千束体展墓の誘導を継親Lた．   

アタリタケに掛ナるオーバーレイは不適当な高い温度や湿度，換気の不足による二酸化炭素の  

寄掛こよって引垂起こされる‖．今回は排土射こ温度を下げたが．菌糸由生長射止まらずに．子  

実体への転載が遅れた．温度の下げ特やI排土せずに覆土を首捷きするなど更にエ表する必要が  

ある．また，青嵐晶軌こ上りては覆土が不賢のものも同勢されぅつあり引．今後は覆土をせず  

とも十卦な千束体古形鹿できる品種が環れてくると考えられ息．   
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4〕栽培容器および覆土処理の遠いによる収穫量の変化   

上記の処置の措見再生の菌掻きから10－1丁日で千乗俸原基が確認され原基形成捷14日雇度  

で十別こ生長Lたので．株全体を収穫した．付着Lた覆土ヤ培地む簡単に取り除いてから玉土を  

測定した．そ由綺果虐丁毒血旭ヰに示す．  

11仰－75瓶は各町－58瀬：の掛1．2借の培地を使用Lているが．平均収穫量の差は釣1．5倍であり．  

収牢は1100－75匡町方が高い．口径が大きく子菓体が発生で奉る面積が広いことなどが．有利に  

働いたと考えられる．LかLながら，収穫量の組射的な水草は低く，ばらつきが非常に未重いた  

め，使用した培地量せ基礎とした収牢には有意差はなかった（p＝0．1訂拓4）．   

菌糸蔓延捷の．覆土と排土処理の違いについては，栽培瓶の容量によって異なった結果となっ  

た．鮎0－5宙掛二おいては俳土区で収穫量および収率が高かったが．11伸一花瓶においては．二  

重覆土区で明らかに収穫tが高く（p＝0．0盟514）．千乗件の形成も早かった．   

反復勤王少ないものの，いずれも確実に子葉倖が得られており．捷状に尭生する子葉倖が十分  

に生育できる両横を有する大口径瓶を用いて．菌糸かち千束体へ町転換思より確実にするならば，  

＄亡Gを主体にした培地でハタナシメジ塵栽増することは可能であると考えられる．  

T抽18ヰY亡山Iof句甲叫山巾血亡∬躇甘叫也¢S亡Gm由ium  

Yi亡1d（g〕・慧霊喘票 R印胞也  

呂甜  3乱4土乱刀  7．2士1．51  5  

11的  5畠月±13．帖  g．0士2．01  5  

呂50／RC  42．8土 乱35  7．阜±1．52  3  

且∈氾JDC  34．3土 7．21  6．2土1，31  2  

11（氾／RC  45．5土 7．21  丁．0±1．11  2  

11咄JD亡  67．4土 5．3¢  1吼4±0．岳2  3  

● 扇巾meds也匹一触d皿dbm8鮎daway血6C舶l亡唱．  
■暮b鮎凰＝卸山亡W由帥t（Ir血色S亡Gm亡diu瓜5即gぬr卸－58．6幻   

g fbTllロー75hI出e．  

2．ブナシメジ  

1）実験区   

租挽きのm－SCGを用いてT曲Ielに示Lた標準的なS⊂G培地を調製し．良知一弛附こ5別  

gを充填し中央に¢1蝕皿の凍種孔を1本f削ナた．反復は3車のみである．  

2）所要日華   

菌糸の培艶子東体の形成などにかかった日数をT由始らに示す．ブナシメジでは菌糸培養と  

その親の熟成期間を合わせて，棉－70日あるいは1伽日程鹿必要と苫れる巨岬．本案騎では菌糸  

の主監までに勅諭臥熟成に同じく約試旧と，ほぼ標準的な堵養日数で．十分に菌糸を育成できた．   

菌撞き．浸漬処理から子重体原基形成までには標準偶には10日ほどときれる巨l山．不軌こ磨  

いては14日とやゃ遅れた軌 原基形成緩から収穫までの千乗体生長に葺Lた日数は標準的包もの  

であった．弗1回の収穫までの全戦堵期間は畠ア一弘日で．おが〈ず噂地を用いる通常の栽培と同  

鞋正であった．   
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T曲b石me皿Ⅵm由一ofd坤嘔血r鱒岬慮砲弾＝糀椚配椚眈‖濾胞帽山肌  

On血亡占CGm亡dium．  

匝ⅦⅦ・仙如 濫盟iM電器㌘l T血  

孔0±ヨ．1眼  孔0±3．亜 14，D土0．皿 1宜．3土0．58  野．3士仇古名  

■ 仙川皿血訂ぜ血y鼻血鉱tk叩馳of且舶〃舶咽ばW耶仙Iin   
b仕1亡．  

●■th”tulb即Of血y阜thalp血10diaweT！血Ⅶ山afterirLducingfhi（   
旭yby柑01i山名．   

弟1収穫軌再度水に浸讃処理して子実体せ儀生させた部㌔：氾日以上かかり，集用地とはいえ  

なかった．通常の栽培でも，シイタケなどとは異なり．1回収穫Lただけで栽培を終えるのが昔  

通である．  

3）収穫t   

S亡G培地におけるブナシメジの収穫tをT址l自引こ示す．革1回の収葎土は平均1肪．与gであ  

り，収車は19・4％であった．通常の栽培では1回の収穫で1伸一120g川，1亜－1島Og脚が稗られ  

るとされ嵐．栽培目顔と異なり．収穫土はや中佐めであった軌ほぼ標準的な範囲であった．L  

たがゥて．SCG培地でブナシメジの千束体鹿得られることが明らかとなった．   

しかしながら千束体の発生と形態がやや不輔いであり．「まんじゅう」の在庫および高さ，浸  

漬時間など，菌掻き以捷の工掛こついては更に横射せ加える必要が為る．収穫tの更なる向上も，  

当恭．回ら払ばならない．  

T白b旭石Ydldロf加地密山爪4耶摺鮒On血8宜亡Gm由iⅦl  

Ⅵdd亡g〕・  
慧‾群 Rep地   

1虹亡叩  1鵬．5士丁．弛  19．ヰ土1．亜  3   

がn叩   訂．6±12．92  6月土且詰  3  
－－－－一一－一一一一一－一一一－■－一－－■－－－一－－－－一－－－－－－－－－－－－－－一一－－■－－■一一一－－－－－t一－－－－－■－－－－－－－－－－－■■・■■－一一●一■一●●■t－  

T姐1   144．1土g．円  弧2士1．¶  3  

■ 出m－ned慮匹一朗d姐dbm油d乱W吋血em故山um．  
●■b乱岳如拙血色Wei由to一也eぷCGm慮王皿1（5別g）．  

a．ナメコ  

1）実験区   

細説垂の散亡仁一S亡G．租挽きのOKS－SCGを用いてT由18一に示Lた標準的なSCG堵地  

を調製し．防0－調蔵に500gを充填し，中央にdl畠山の凍薗札を1本p耶ナた．基材にスギおが〈  

ずを用いた培地も同掛こ帯♯Lた．反復は各10本である．  

2）所要日数   

菌糸の培養，千乗体町形成などにかかった計数をT如鵬丁に示す．ナメコでは菌糸培♯とその   
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麓の熟成期間せ合わせて甜一TO臥子条件の発生に30～亜8程度必要とされるは鵬・本条験では  

菌糸の蔓凄までに掛訓日．熟成に約5日とごく短期間で草生操作に入った・そのため・重殺楷日  

数を釣知日と非常に鹿縮できた．   

またいず九の培地でも反復を10奉とLたが．朗書くず培地はほとんどがカビによる汚染で子実  

体擾得るに至らなかった．  

4）収穫土   

scG培地に掛ナるナメコの収穫士をT曲旭8に示す．瓶栽培における計酷収牢は訪～亜髄と  

きれており畑．そ九には垂らなかったものの．SCG培地に釦1て正常なナメコの千束体を締る  

ことができた．一方のおがくず培地では丁オカビによる汚染によって．ほとんど収穫できなかっ  

た．   

不堪の原田は仁知日と栽培期間潅非常に短備したこと．収軌こ至った栽培掛こは明確な汚染は  

見られなかったものの，カビによる汚敷が発生したことによると考えられる・同時に調製．栽偏  

し，同一の箇株を接種Lたにもかかわらず．おがくず培地にだけカビ汚染が集中したが・SCG  

にカビ汚染を抑制する効果があるのかどうか，検討が必要である・   

粒度の雇なるSCGの収穫土はそれぞれ5g．3土14．14g，7＆5士18．甜gで，かろうじて5％レベ  

ルの有意差が認められ．租娩虐のほうが多かった〔p±0髄軸別〕．しかLながら．収量レベルが  

低いこと．変動係数が瓢％以上と．ばらつきが大きいことから．粒度の影書はなお明確ではな  

い．   

ヒラタケなどの他の施設栽培きのこよりも栽堵期間が堰いこと，価格が低迷していることから，  

ナメコ農家の収益は悪化してきており．栽培期間の煽縮などの村田咽られている川■培養凋憫  

を胡旧と通常の半分以下にLても，壮年15％を得られたことから．SCG主体の堵地はナメコに  

T加佃TThヨⅣ∬山光一OF血ys由一仁山加且血mロー抽払出仙洲f払on山亡S亡G皿由加n  

帥珊Ⅶ・M山結 盟 M慧㌘t To血  叫加  

21．5土D．5き  4月±0，53 13．古土1．04  丁．6士D．74  47．4士1．06  

皿．g土1．10  5．1±1ユ8 14．0±之．3古  7．0±0．50  47．0士2．2g  

21．3士0．48  ヰ．7士0．亜  14  8  4B  

受
V
 
q
－
 
1
 
 

ECC－SCG  

OX5－SC（】   

S且Wdl鳩t  

● th巳numbror血ys血出血my亡出札膚且几脚血w肌血止血玩血e■  
－●山＝血ror血y島血瓜p血l血i乱W肺bⅧd血rh血血鼻血lit如dy垣■∝血hg・  

Tib旭8Y卓論d（IrfI如上山地巾脚血m血亡SCGm血盟t∬n  

Yidd（g）暮  
慧霊宝雪謡霊 的Ii咄  

荘CC－SCG  5凱3±14．14  11．9士且田  

0鷺S－SCG Tti．5土柑．甜  15．3土3．瞞  

5awdu51   1乱7  3．丁  

8
 
9
 
1
 
 

● 血d細匹一也dandbm血由aw叩血亡mdium・  
川血血皿せ蛤W由由【ロf加昂CGm由i皿（5帥g）・   
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紆Lて一定の連性があるものと考えられる．   

ヰ．サナギマツタケ  

1）実験区   

ヤナギマックケ町実験区一束をT白帆】8に示す．虻：C一旦仁Gl培地おょび富培地は細挽きの．  

OES－SCG培地は軋挽きのS亡Gを用いているが．培地の賢台は同一である．   

酎ヒ帯地1はE亡C－SCG培地から脱脂大豆かすを取り除き，かわりて釆ぬかを5借暮とする  

ことで栄養酎ヒを図ったものである．与らに半tないL全量を精選ふすまに置き換ぇた替地を蘭  

製Lた〔酬ヒ培地ヱおよぴjL：ただし．T由旭1に示Lた配合は通常のお解くず培地よりも唾  

∃削こ栄養封科が少ないものであり．5借景の栄雀材科を添加Lて通常のおが〈ず培地と同程度で  

ある．  

2）所草月丑   

数回操り返した翼掛こおいて．接種から収穫までの期間は亜～鮎日程度であり，通常用いられ  

るおがくず主体の培地と同じか，やゃ長い程度であった．培地の基材が5CGでぁることによる．  

菌糸伸長速度への影響は無かった．  

3）1旺牡   

T8bl81Dに収穫量を示す．   

これまでに調べた食用きのこはいず九も．SCGの粒径が粗いものの方が細かいものよりも収  

暮などの成績がよい傾向が見られるが（未発表），ヤナギマックケでは逝に細挽きのECG一  

日CGを用いた培地において，より高い収穫量を示した．   

米ぬかを1瀬：（培地5馳g）あたり鞄1仙g使用する帯革的なおがくず培地に準拠した酎ヒ帯地  

1と，T8b181に示したように，栄華材料を帯革的なおがくず培地の4割程まにまで載らLた両  

S亡0培地の剛こ収士蓋はなかったが．その一方で，強化培地1にふすまを併用Lた強化培地2  

由よぴ3で増収する傾向が見ら軋た．   

ヤナギマツダケのおがくず培地を用いた♯栽培での収丑は駒120宮ときれておりl即，SCG替地  

でもふすまを併用するなど．栄華村せ工夫することで，遜色のない程度の収量が得られることが  

わかった．  

T由旭白us10flⅥ由h和一亡山dv鵬on¢rAg叩血中肋d叩亡輔On加SCGm由iuⅢ  

円山（g．）  F也山陀Ofmdh  R野塩c批   

Ⅹ亡C－S亡G1   550   昂n仁騨ロund，錮d苫yp甜m也血亡柁d匹ばTab旭1  5   

0K5－S亡G  5軸  亡oa指虐】yEmu止血d脚Ⅷ巾10血亡mコi匹Orl七b匝1   5  

■■■■■■■■■■■■■▲一一▲一・■●－－－■－■－－－－t・■－－－－■－－－－－－－■－■－－－一一一－一一－－一一－・■－■－・■・←一一・－－－－－■－■一一－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一一一－－－－－－－■●●●・●一・■－ttt▼■▼t・t▼▼■■t■■■■■■▼■■   

ECC－S亡G2  5別   荊肝富【仙m止血dgyp占umtO血巳柁亡1匹OfTabl01  5  

Sam亡郎ibovちhtadd5fbldri亡ebran札止d眈亡lⅦd亡  
細y鵬aれ鮎血与．  

S甜l亡舶血YC，butl印血既h由rof血：亡br弧鵬血  
Wbe血bT出1．（wei旦btb鮎e〕  

Sa皿E串血Ⅶ．■血tr甲Ia群山lof血eb柑皿鵬也wh亡鉱  
br姐．（w由帥Iba虫）   

Bndctled1  5王氾   

En出血亡dヱ  与50   

EnddlEd3  550  
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Ta鵬10 Y由1d白f－1首相印鮎甲伽dn打田0力血亡S亡Gm嘘iⅥm  

TieM（嘗）・慧諾穏匿 ＝吋加  

KC⊂－SCGl l仙．2±丁．16  1乱9土136髄  5  

0Kぷ－S亡G  さn3士5．王招  15．9土1．（培％  5  

ECC－S亡G2  島8．5士19．30  16．1土3月1％  5  

E血血8d1  87．2土ヱ5．雛  15．9±4，70％  5  

Bn血hed2  g3．3±21．雌  17．0士3．舶％  占  

EnTi亡h亡d3  112．3±14．岳0  20．4士2．69％  5  

ー 出mm出島止匹一皿d且血b血相叩血亡m亡dil皿・  
●■加齢d皿血色wd宮山of鮎SCGm∈亜um（5抑g）  

辛  抱  

1．廃棄物であるコーヒーかす（SCG）を主体にLた替地を用いて，ハタケシメジ．ブナシメ   
ジ．ナメコ．ヤナギ寸ツタケの4種の食用きのこが得られた．  

2．ハタナシメジ刊土1瓶あたり40一朗g，収牢10％帝であった．培養期間の塩崩と収量申向上   

が課晋である．  

3．ブナシメジでは1瓶当たり100g配 収率加％であった．栽培期欄は梼準的とされる水草で   

あった机収量に娃若干改善の余地がある．  

4．ナメコは通常の半分程度の釣50日で千乗体を得ら軋たが．1瓶当たり甜－モ氾g，収牢旭％程   

度と．収丑には改昔の余地がある．  

5．ヤナギマツタケは標準的な栽培期圃で子実体を得られたが，1瓶当たり舗－1榊gとヤヤ少   

ない．培地にふすまむ添加することで．112gと帯準例な収量に達した．  

6．いずれも子葉件の形態．品質には間搭なかった．  
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